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・部長就任のご挨拶    
  

 
「婦人科低侵襲手術外来」のご案内  

  
 当科では創の小さな腹腔鏡手術や、腹部に創ができない子宮鏡手術あるいは腟式手術等の低侵襲 
手術を積極的に行っております。良性疾患ではそのほとんどを開腹せず手術することが可能です。 
子宮筋腫や子宮内膜症などがあり不妊症が合併する場合には妊孕能温存手術を行います。 
術後は近隣の先生と妊娠に至るまで連携させていただいております。 
 多数例の手術成績を分析し、偶発症や合併症の予防、軽減に利用しております。患者様にはそれを
もとに他の選択肢も含め丁寧に説明いたします。安全性、確実性の高い手技を提供しております。 
また子宮体がん等悪性疾患にも積極的に導入しています。 
 先生方におかれましてはお気軽にご紹介いただけましたら幸いです。 
  
 産婦人科  低侵襲手術外来（月曜午前、火曜午前、水曜午前・午後、金曜午前） 
 診療担当医 部長 塩田 充 （しおた みつる）  
           日本婦人科腫瘍学会専門医、 
           日本産科婦人科内視鏡学会認定腹腔鏡技術認定医 
       医長 佐野 力哉（さの りきや） 
           日本産科婦人科内視鏡学会認定腹腔鏡技術認定医 
 予約連絡先：地域医療連携室 Tel：086-464-1567(直通)  
               Fax：086-464-1166   

    呼吸器内科 部長  小賀 徹（おが とおる） 

 
 平成30年10月1日付で川崎医科大学呼吸器内科学教授ならびに同附属病院 
呼吸器内科部長を拝命いたしましたので、謹んでご挨拶申し上げます。 
 私は平成7年京都大学を卒業後、呼吸器内科医を目指して、京都大学胸部疾患 
研究所附属病院、田附興風会医学研究所北野病院で内科研修を受けた後、京都 
大学大学院へ進み、COPD（慢性閉塞性肺疾患）・喘息の臨床研究により学位を 
取得しました。臨床面では、吸入療法やスパイロメトリーの普及に努めながら、特にCOPD分野で
はガイドラインの参画など国内外の診療作りに貢献してまいりました。その後、京都桂病院呼吸器
センター医師として勤務していましたが、難病の肺線維症・間質性肺炎の患者を担当するうちに、
治療薬の開発や病態機序の解明の必要性を痛感し、再度京都大学大学院へ戻り、神経細胞薬理学教
室で基礎研究に取り組みました。平成19年からは、京都大学医学部附属病院へスタッフとして異動
しまして、呼吸不全・睡眠呼吸障害専門外来を担当しながら、診療、研究、教育に従事してまいり
ました。 
 呼吸器内科の特徴は、扱う領域が、肺癌、呼吸器感染症、肺線維症、COPD、喘息・アレルギー、
睡眠呼吸障害、呼吸不全、と病態や疾患が多彩であり、高齢化や喫煙を背景に患者数は増加の一途
を辿り、また生命予後に直結することも多いです。その一方で、日本全体として呼吸器内科医の不
足が大きな問題となっています。充実した呼吸器内科スタッフ一丸となって、呼吸器疾患全般で確
実で高度な医療を提供して、患者や地域医療において信頼を得られるよう、精進してまいりたいと
思います。また、大学病院の使命として全人格的素養を備えた良い呼吸器内科医を育成していける
よう、全力で取り組んでいく所存でございます。皆様にはご指導ご鞭撻を賜りますよう何卒よろし
くお願い申し上げます。 

                



   
 

第６回 川崎学園市民公開講座 のお知らせ 
 
 日 時：平成30年10月13日（土）14：00 ～ 16：00 
  

 会 場：くらしき健康福祉プラザ（５階プラザホール）倉敷市笹沖１８０ 
  

 テーマ：「介護予防 －はつらつとした老後をおくるために－」 
 

 座 長： 川崎医療短期大学 学長         小池 将文 

 講   演：①介護保障の歩み 

         川崎医療短期大学         学長  小池 将文 
       ②フレイル（虚弱）にならないための生活習慣 

         川崎医療短期大学 医療介護福祉科 講師  三宅 美智子 

         ③栄養改善からフレイル予防 

           川崎医療短期大学 医療介護福祉科 准教授 河邉 聡子 

     ④ 人生をかがやかせる介護福祉士 

         川崎医療短期大学 医療介護福祉科 准教授 辻  真美 

最新の医療 温かい看護 快適な環境  医療は患者の皆さんのために 

川崎医科大学附属病院NEWS 

・市民公開講座のご案内    
  川崎学園は平成30年度から倉敷市と共催し、毎月1回市民公開講座を開催しています。    
  医療関係の皆さまも是非ご参加ください。 
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第７回 川崎学園市民公開講座 のお知らせ 

  
 日 時：平成30年1１月1０日（土）14：00 ～ 16：00     
 会 場：くらしき健康福祉プラザ（５階プラザホール）倉敷市笹沖１８０ 
   
 テーマ：「心不全 －高齢社会の医療問題－ 」 
 
 座 長：   川崎医科大学附属病院 院長補佐             上村 史朗   
 講   演  ① 心不全とはどんな病気？ 
           川崎医科大学 循環器内科学 教授     上村 史朗 
      ② 心不全の心電図・エコー検査 
         川崎医科大学 循環器内科学 特任講師   玉田 智子 
              ③ 心不全患者の栄養管理 
           川崎医療福祉大学 臨床栄養学科 特任教授 河原 和枝 
              ④ 心不全の地域での取り組み 
         倉敷連合医師会会長 
         西原内科循環器科 理事長・院長      西原 洋浩先生 
 

1.医療は患者のためにある  
2.すべての患者に対する深い人間愛を持つ  
3.24時間いつでも診療を行う  
4.先進的かつ高度な医療・教育・研究を行う  
5.地域の医療福祉の向上と医療人の育成を行う  

病院理念 〒701-0192 倉敷市松島577 
川崎医科大学附属病院 地域医療連携室 
TEL＜直通＞086-464-1567 
  ＜代表＞086-462-1111  
      （内線：22611・22613） 
FAX＜直通＞086-464-1166 
E-mail ：renkei@med.kawasaki-m.ac.jp 
 


